
ケアマネジメント研修会④

法令根拠に基づいた
住宅改修のポイント

期日：令和２年９月２５日（金）
横手市 市民福祉部 高齢ふれあい課



本日の主な内容

１．住宅改修の定義と手続きについて

２．住宅改修に関するチェックポイント

３．担当が悩む事例

４．そのほかに知っていただきたいこと



１．住宅改修の定義と手続きについて
☆介護報酬の解釈１単位数表編（通称：青本）のP１３８１～P１３９６を参照☆



★介護保険の住宅改修とは

介護保険を必要とする方が、住み慣れた自宅で持てる能力に応
じて自立した生活ができるようにするために、介護保険のサービ
スとして住宅の小規模改修を２０万円を上限に支援するものです。

・介護保険法：第４５条（居宅介護住宅改修費の支給）

第５７条（介護予防住宅改修費の支給）

・横手市介護保険条例：

第９条第２項第６号

第９条第３項第６号



☆『改修』と『改築』の違い

・改修：間取りを変えずにトイレやお風呂を新しくすること

・改築：床面積を変えずに建物の全てまたは一部の間取りを変更
したり、壊して新しく立て直したりすること（建物の構
造上部分に手を加える工事）

→建築基準法第２条第１項第１３号

※介護保険では、改修のみ対象となるため、壁の撤去はハードル
が高い（現状としてトイレの向き等の変更により壁が邪魔に
なったときのみ撤去が認められる場合がある）



★手続きの流れ（国が考えている見本）★
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★住宅改修の要件

①対象者について

・介護保険の要介護認定で、要支援１・２、要介護１～５
と認定をされた被保険者

※「新規申請」の認定結果待ちの間は、事後申請まで提
出することは可能ですが、認定結果が「非該当」の場
合は支給されません。

※退院時に合わせて住宅改修を行いたい場合は、事前
申請は可能ですが、その際には退院予定日をお知らせ
ください。なお、事後申請は退院後となります。



★住宅改修の要件

②対象になる住宅について

・被保険者証記載の住所の住宅に限ります。

※現住所と保険証の住所が異なる場合や、一時的に身を
寄せている住宅等での改修費用は対象となりません。

・被保険者証記載の住所に普段から住んでいる方に限ります。

※老健施設の利用者やショートステイの長期利用者など
は対象にならない可能性があります。



★支給対象工事（平成11年3月31日厚生省告示第95号

改正：平成12年12月28日厚生省告示第481号）

※参考：青本 P1384～P1385、P1399～P1404

①手すりの取り付け

②段差の解消

③滑りの防止及び移動円滑化等のための床又は通路面の材料の

変更

④引き戸等への扉の取替え

⑤洋式便器等への便器の取替

⑥その他前各号の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修



①手すりの取り付け

廊下、便所、浴室、玄関、玄関から道路までの通路等に転倒
予防もしくは移動または移動動作に資することを目的として壁
など固定された面に設置する改修。

対象外：動線上必要のない場所への取り付け

手すり以外の機能があるもの

※注意※

手すりは基本的な部品として、手すり・ブラケット・支柱・
支柱固定部・ジョイントがあるが、見積時には、必要な個数
を全て記載し、現場写真にも全て写るようにお願いします。



②段差の解消

居室・廊下・便所・浴室・玄関等の各室間の床の段差及び玄
関から道路までの通路等の段差又は傾斜を解消するための改修

※ユニットバスを活用した改修はご相談ください。

対象外：スロープや敷台などを固定しない場合

昇降機やリフトなどの動力により段差解消を

する機器を設置する工事

※注意※

事後申請時の現場写真は、通常の写真の他に固定している

ことがわかる写真の貼付もお願いいたします。難しい場合は

現場確認を実施します。



③滑りの防止及び移動円滑化等のための床又は通路面の材料の

変更

居室において畳敷から板製床材、ビニル系床材等への変更、
浴室において床材の滑りにくいものへの変更、通路面におい
ては滑りにくい舗装材への変更を行う改修

※ユニットバスを活用した改修はご相談ください。

対象外：・被保険者の動線以外の部分

※注意※

対象外の部分も一緒に改修を行う場合は、見積等を作成時
に諸経費等は按分（面積等）をしてください。



④引き戸等への扉の取替え

開き戸を引き戸、折戸、アコーディオンカーテン等に取り
替えるといった扉全体の取替のほか、扉の撤去、ドアノブの
変更、戸車の設置等も含まれる。

※ユニットバスを活用した改修はご相談ください。

対象外：自動ドアの動力部分

※注意※

引き戸等への取替の改修の場合、事前申請の現場写真におい
て、引き戸等がしまわれる部分も分かるように写真の構図や
斜線等による表示をお願いします。



事前写真の記入例 改修後の写真



⑤洋式便器等への便器の取替え

和式便器から洋式便器（暖房便座、洗浄機能付きの洋式便
座を含む）への取替えや、既存の便器の位置や向きを変更す
る改修

対象外：既存の洋式便器に暖房便座や洗浄機能等を
取り付ける改修

水洗洋式便器又は簡易水洗洋式便器へ取替
える際の水洗化又は簡易水洗化の部分

※注意※

新規に洋式トイレを作る工事は対象となりません。既存
のトイレの移築とした場合は、対象となる場合があります。



⑥その他①～⑤の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修

①手すりの取付け

手すりの取付のための壁の下地補強

②段差の解消

浴室の床の段差解消（床の嵩上げ）に伴う給排水設備
工事、スロープの設置に伴う転落や脱輪防止を目的とす
る柵や立ち上がりの設置

③床又は通路面の材料の変更

床材変更のための下地の補修や根太の補強又は通路面
の材料の変更のための整備



⑥その他①～⑤の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修

④扉の取替え

扉の取替えに伴う壁や柱の改修工事

⑤便器の取替え

便器の取替えに伴う給排水設備工事（水洗化又は簡易水
洗化に関わるものを除く）、便器の取替えに伴う床材の
変更

対象外：①～⑤の工事部分以外のクロス張替工事や小便器、手
洗いなどの撤去



参考：住宅改修でユニットバスを申請する場合に対象箇所
（対象になるものは、全て理由書に記載していることを前提とします）

１．床（「段差の解消」又は「床材の変更」が記載されている場合）

２．扉（「扉の取替え」が記載されている場合）

３．浴槽（「段差の解消」が記載されている場合）

４．壁

５．壁に設置している照明

６．天井

７．天井に設置している照明
※諸経費や処分料等は、按分となります。



★手続きの流れ（国が考えている見本）★
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•事前申請時の提出書類
①住宅改修が必要な理由書

②見積書

③改修後の完成予定の状況がわかるもの

※改修前の日付入りの写真、図面、カタログの写し

④住宅所有者の承諾書 ※所有者と被保険者が違う場合

※参考※ 様式の掲載場所
横手市ホームページ
https://www.city.yokote.lg.jp/korei/page000013.html

https://www.city.yokote.lg.jp/korei/page000013.html


改修予定物件の住所
※被保険者証の住所と同じであること

生活動作に関する身体状況を記述する
※改修前の移動方法や利用方法などを詳しく記載

居宅サービスだけではなく、自宅内でどのような介護を
受けているかも記載

現状の住宅の状況を住宅改修をすることでど
のように変えたいのか、また、日常生活をど
のように変えていきたいかも記載する。
※具体的な改修箇所等については、２ページ目に

記載する
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③改修後の完成予定の状況がわかるもの
※改修前の日付入りの写真、図面、カタログの写し

工事の箇所や手すり等の位置が分かる
ように、記入してください。
また、できる限り手すりにつけるエン
ド金具やジョイント金具の設置個所も
記入してください。

日 付

日 付



③改修後の状態を確認できる書類

①

・図面は、被保険者の動線確認に
使用しますので、できる限り家全
体の図面の添付をお願いいたしま
す。ただし、内容によっては、不
要部分を省略できる場合がありま
す。

・日常動線を矢印等で記入をお願
いいたします。

寝室



③改修後の状態を確認できる書類

①

・図面については、どこの改修を
行うか分かるように印などの記入
をしてください。その際に、写真
と見比べができるように番号を付
けるなどの対応をお願いいたしま
す。

寝室



☆改修中・改修後にお願いしたいこと☆

・可能な限り、実際に被保険者に触ってもらい、具合がよい
か確認をしてください。

・改修中に、改修箇所に変更がありましたら、自洗申請を行っ
た窓口へ連絡をお願いいたします。内容によっては、事前申
請を再度、お願いする場合があります。

※小規模な変更（金額の変更がなく、かつ、目的や動線に
変更がないもの）は連絡は不要です。

・改修後、手すりなどの部品が見積りどおり使われていること
を確認してください。

・改修後の現場写真は、事前の写真と同じ構図になるように
撮影してください



•事後申請時の提出書類
①住宅改修が必要な理由書

②見積書

③改修後の完成予定の状況がわかるもの
※改修前の日付入りの写真、図面、カタログの写し

④住宅所有者の承諾書
※被保険者が所有者と違う場合

⑤支給申請書

⑥領収書

⑦改修後の状態を確認できる書類
※改修後の日付入りの写真

⑧振込先が分かる書類
又は、介護保険受領委任払いに係る委任状

事前申請時の書類

市へ提出



⑤支給申請書 ⑥領収書 ⑧委任状

基本は被保険者
死亡時は代表相続人



⑦改修後の状態を確認できる書類
※改修後の日付入りの写真

・事前申請の時に確認させていた
だいた③の写真と同じ構図で撮
影をお願いします。

・ただし、手すりなど、全体が映
らない場合は、分割して撮影し
てかまいません。

日付

日付



２．住宅改修に関するチェックポイント



• 目的が住宅改修のメニューに合致しているか。

• 過去に上限まで給付を受けていないか。

• 金額（見積・申請書・委任状等）に誤りがないか。

• 現場写真に不明な点はないか。

• 日付の誤りがないか。

• 申請者に誤りがないか。

• その他書類に不備はないか。

２．住宅改修に関するチェックポイント



３．担当が悩む事例



• トイレの移設の相談

相談内容：要介護３で自力での歩行は、廊下や手すりなどにつかまりながら
ようやく歩ける程度である。しかし、昔ながらの家であるため、
和式トイレに行くためには土間を通っていかなければならず、移
動距離が遠く、段差もあることから、時々、間に合わない時があ
る。そのため、トイレを普段生活している居間の近くの廊下に移
設し、洋式トイレに変更し、手すりの取付を行いたい。

悩 み：トイレの新設とならないかな？間取りが変わってしまうし・・・
しかし、被保険者の状態を考えると必要な工事だよな・・・・

結 論：被保険者の状態を考えると必要な工事と判断できる。そのため対象と
なるのは、『洋式便器等への便器の取替え』と『手すりの取付』とし、トイ
レの部屋の改築、水洗化の費用は対象とならない。また、既存のトイレ
は、必ず廃止することとし、市の職員による現場確認を行う。



• トイレの間仕切りの撤去の相談

相談内容：要介護４で、自力歩行はできず、車いすで移動する必要がある方が
おり、体形も大きく、車いすも大型のものを利用している。自宅は古
く小便器と洋式便器に部屋が分かれており、それぞれの部屋が狭く車
いすが入らない。また、小便器の部屋が一段低く、洋式便器の部屋が
一段高くなっている。そのため、車いすでの利用が難しいため、段差
解消に合わせて間仕切りと小便器を撤去したいが、対象となるか。

悩 み：段差と部屋が狭いため、車いすが洋式トイレに入れない。
しかし、小便器の撤去は対象外だが、壁の撤去は段差解消の付帯
工事になるのかな？

結 論：小便器の撤去はメニューになく、付帯工事としても認められていない。また、
段差解消により洋式便器側の段差を一段下げる工事の付帯として間仕切り
の撤去を行う工事に間仕切りの有無は関係ないため、認められていない。
しかし、洋式便器の向きを変える必要があり、そのことにより壁の撤去が必
要である場合は、付帯工事として認める場合がある。



• リフォームに合わせて住宅改修をする申請

相談内容：介用護３で車いすを利用している被保険者。住宅が古く車いすでの
移動（特に車から降りて家に入る時）に難儀している。そのため、
家をリフォームすることに合わせて、併設している車庫から家に容
易に出入りするため、壁に扉を新設し、そこからスロープを設置し
て、家の出入りを楽にしたい。そのため、スロープを介護保険の住
宅改修の段差解消の手段として申請したい。

結 論：住宅改修の段差解消は、普段の生活動線上で難儀している段差の解
消をはかるものであり、普段とは違う箇所に扉を新設したことは、
今までの生活動線にはなかったことであり、それにより生じた段差
解消は対象とならない。

悩 み：スロープの設置は段差解消としてメニューにある。また、車いすを
利用して屋外に出ていくことも、普段の生活の一部になっている。
しかし、新設の扉にスロープを付けることは、普段の生活の一部と
判断してよいものか？



４．そのほかに知っていただきたいこと



☆支給限度基準額２０万円のリセット☆
※青本P1383、P1386、P1387、P1392～P1395を参照

①介護の必要の程度が著しく高くなった場合における介
護保険法第４５条第４項の規定により算定する額
（平成１２年２月１０日厚生省告示第３９号ほか）

・初めて住宅改修費が支給された住宅改修の着工日の要介護等状態区分を基準として次表に定める「介
護の必要の程度」の段階が３段階以上上がった場合に、再度、２０万円まで支給可能

「介護の必要の程度」の段階 要介護等状態区分

第六段階 要介護５

第五段階 要介護４

第四段階 要介護３

第三段階 要介護２

第二段階 要支援２又は要介護１

第一段階 要支援１



例1

要支援１ → 要介護１ → 要介護３ → 要介護４

はじめて住宅改修に
着工する日の状態区分

20万円まで利用

（第二段階）

×利用不可

（第一段階） （第四段階） （第五段階）

再度住宅改修に着工
する日の状態区分

〇再度20万円まで利用

例2

要支援２ → 要介護４ → 要介護３ → 要介護４

（第二段階） （第四段階） （第五段階）（第五段階）

はじめて住宅改修に
着工する日の状態区分

20万円まで利用

再度住宅改修に着工
する日の状態区分

〇再度20万円まで利用着工せず ×利用不可



例3

要介護１ → 要介護４

はじめて住宅改修に
着工する日の状態区分

12万円まで利用

（第二段階） （第五段階）

再度住宅改修に着工
する日の状態区分

〇20万円まで利用

（残額8万円はリセット）

例4

要支援１ → 要介護３ → 要介護２ → 要介護５
（第一段階） （第三段階） （第六段階）（第四段階）

はじめて住宅改修に
着工する日の状態区分

20万円まで利用

再度住宅改修に着工
する日の状態区分

〇再度20万円まで利用 ×利用不可

要介護１ 要介護４

残
額

８
万
円

利
用
済

12

万
円

上限20万円

新
た
に
上
限
20

万
円



②転居リセットの例外

・転居した場合は、転居前の住宅に係る住宅改修費の支給状
況とは関係なく、転居後の住宅について２０万円まで支給
可能

・3段階リセットの例外は転居後の住宅のみに着目して適用
（転居リセットの例外が優先）

・転居前の住宅に再び転居した場合は転居前住宅に係る支給
状況が復活



例5

要介護１ → → 要介護１ → 要介護４

転居前住宅
20万円まで利用

（第二段階）（第一段階） （第五段階）

〇再度20万円まで利用

例6

要介護１ → → 要介護２ → → 要介護３ → 要介護４
（第二段階） （第四段階） （第五段階）（第五段階）

転居前住宅

15万円まで利用 〇再度20万円まで利用

転居後住宅
20万円まで利用

引
越
し

転居後住宅
20万円まで利用

転居前住宅

5万円まで利用
引
越
し

引
越
し

復活

3段階



☆受領委任払い☆
• 「横手市福祉用具購入費等の受領委任払実施要綱」（平成23年4月1日告示
第95号）に基づき、下記の方に限り、被保険者の負担を軽減するため、受
領委任払いを受けることが出来る。

（対象者）

第2条 受領委任払を利用できる者は、次の各号のいずれにも該当する
者とする。

(1) 介護保険料に滞納がなく、かつ、保険給付の制限を受けていない者

(2) 事業者が受領委任払による支払に同意している者

※給付を受ける前に本人やご家族へご確認をお願いいたします。



☆建築住宅課が窓口になっている
住宅改修費用の補助金


